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３.３. 断層帯周辺における地震動予測の高度化のための研究 
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 (1) 業務の内容  

 

(a) 業務題目 断層帯周辺における地震動予測の高度化のための研究 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

国立大学法人東京工業大学 

国立大学法人東京工業大学 

国立大学法人東京工業大学 

教授 

産学官連携研究員 

助教 

山中 浩明 

佐口 浩一郎 

地元 孝輔 

 

(c) 業務の目的 

サブテーマ 1 および 2 で得られた成果および既存の調査研究の結果を基に、立川断層帯

における震源断層モデルおよび地下構造モデルを構築し、本断層帯周辺地域における強震

動評価の高精度化を図る。 

 

(d) ３ヵ年の年次実施業務の要約 

1) 平成２４年度：立川断層帯周辺の地下構造や地盤増幅特性に関する既存の資料の収集と

整理を行った。さらに、本断層帯周辺において微動観測を実施すると同時に地震観測点で

得られている地震記録の分析を行い、その結果に基づいて本断層帯周辺の地下構造モデル

を構築した。 

2) 平成２５年度：初年度で収集した資料と追加で実施した微動アレイ観測の結果から、本断層

帯近傍における 3 次元深部地盤構造モデルの構築を行った。また、構築したモデルを用いて中小

地震の 3 次元シミュレーションを実施した。さらに、「長周期地震動予測地図」（地震調査研究推

進本部地震調査委員会、2012）によるモデル（以下、「推本モデル」）を用いて地震動予測を試行

的に実施した。 

3) 平成２６年度：サブテーマ１および２による成果を考慮して本断層帯の震源のモデル化

を行う。さらに、微動観測を補足的に行い、地下構造モデルの精度を高め、最終的に 100

ケース程度のシナリオを対象とした地震動予測を実施する。 

 

(e) 平成２５年度業務目的 

 初年度で収集した資料を考慮し、本断層帯近傍における 3 次元深部地盤構造モデルの構

築を行う。また、構築したモデルを用いて中小地震の 3 次元シミュレーションを実施する。

さらに、「推本モデル」を用いた地震動予測を試行的に実施する。 

 

 

(2) 平成２５年度の成果  

 

(a) 業務の要約 

 本業務では、立川断層帯周辺地域における強震動予測のための３次元深部地盤構造モデ

ルの精度向上を目的として、微動アレイ探査結果と微動単点観測記録の H/V スペクトルを
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用いて昨年度の結果に統合することにより、昨年度より詳細な 3 次元深部地盤構造モデル

の構築を行った。また、最終的に実施するハイブリッド法による強震動予測のための資料

を得ることを目的として概ね S 波速度 500m/s 未満の表層地盤を対象とした微動アレイ探

査を 65 地点において実施し、地表から 30m の平均 S 波速度（以下、「AVS30」）を得るこ

とが出来た。さらに、立川断層の北部地域（青梅～入間および福生～所沢測線）で得られ

た S 波速度構造から表層地盤は立川断層を挟んで北東側隆起であるという既往の研究と調

和的な結果が得られた。次に、構築した 3 次元地下構造モデルを用いて 3 次元差分法によ

る中小地震の地震動シミュレーションを行った結果、計算波形は観測波形と概ね調和的で

あり、本業務で構築した 3 次元地下構造モデルに一定の妥当性があることが示された。最

後に、推本モデルを用いて地震動予測を試行的に実施し、本断層帯周辺地域において工学

的地盤上の最大速度分布を明らかにした。 

 

(b) 業務の方法 

まず、既往の微動アレイ探査と昨年度の微動アレイ観測から得られたレイリー波位相速

度と、同じく昨年度に得られた強震観測点のレシーバー関数を用いた同時逆解析を実施し、

本断層帯周辺における深部地盤構造の推定を実施した。次に本断層帯近傍における単点微

動観測結果である H/V スペクトルの卓越周期と上の同時逆解析結果である深部地盤構造

より、立川断層帯近傍の空間的な地下構造を明らかにした。以上の結果と昨年度にレシー

バー関数を用いて構築した深部地盤構造モデルと統合することにより、昨年度より詳細な

3 次元深部地盤構造モデルの構築を実施した。また、表層地盤を対象として、本断層帯周

辺地域においてアレイ半径２～30m の微動アレイ観測を 65 地点において実施した。各観

測地点の観測には上下動成分の速度計７台を１組とし、10～20 分間による観測を実施した。

得られた地盤モデルを用いて３次元差分法による中小地震のシミュレーションおよび試行

的な強震動予測シミュレーションを行った。３次元地下構造モデルのグリッド間隔は

100m とし、解析時間は中小地震では 60 秒間とした。強震動予測シミュレーションでは解

析時間は 120 秒間とし、4 シナリオによるシミュレーションを実施した。 

 

(c) 業務の成果 

1) レイリー波位相速度とレシーバー関数の同時逆解析による立川断層帯周辺の深部地盤

構造の推定 

 図１に示す立川断層を挟んで実施した９地点の微動アレイ観測から得られたレイリー波

位相速度と、昨年度に得られた同図に示す K-NET、KiK-net および SK-net の地震記録の

レシーバー関数を用いた同時逆解析により本断層帯周辺における深部地盤構造の推定を行

った。微動アレイ観測では各観測点における観測は大アレイおよび小アレイをそれぞれ半

径 1.5～2km 程度と 0.4～0.5km 程度の２つの円内において 3 成分による地震計を配置し

て実施した。大アレイで 60 分間、小アレイで 30 分間の微動のデータを 0.005 秒間隔で

記録した。得られたアレイ記録の上下動成分をノイズの少ない 81.92 秒間のデータに区分

して、それぞれに対して周波数－波数スペクトル法解析（F-K 法解析）により、レイリー

波の位相速度を推定した。F-K 法解析の結果、図２に示す周期 0.5 秒～５秒の間で概ね

0.5km/s～2.5km/s の分散性を有する位相速度が得られた。また、立川断層の西側の観測点
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では東側の観測点に比べ位相速度は全体的に速くなっており、堆積層が薄く堆積している

と考えられる。立川断層の東側の観測点では、HNO 地点を除いてほぼ同程度の位相速度

が得られた。レイリー波位相速度とレシーバー関数の同時逆解析では、図１に示す強震観

測点が微動アレイ観測のアレイ半径内に位置する観測点を対象とした。また、同じく図 1

に示す山中・山田（2002）、松岡・白石（2002）、岡嶋ほか（2000）による既往のアレイ

観測点も対象としている。同時逆解析には焼きなまし法を用いており、逆解析における評

価関数は Kurose and Yamanaka（2006）と同様とした。探索パラメータを Vp（P 波速度）、

Vs（S 波速度）および H（層厚）とした。探索範囲は各層の Vp および Vs は表１に示す

とおりであり、H は推本モデルの１～150％とした。同時逆解析結果の例として FUS 地点

（TFD591910：SK-net）および HYT 地点（TKY2200：SK-net）におけるレイリー波位

相速度とレシーバー関数を図３に示す。同図には推本モデルによる理論値も示してあり、

逆解析結果が推本モデルによる理論値よりも観測値を再現できていることがわかる。同様

に同時逆解析により推定した立川断層近傍の観測点における深部地盤構造を図４に示す。

立川断層帯近傍では、概ね 4 層の堆積層と Vs3.2km/s の地震基盤で構成されており、同

図に示すように、立川断層中央部の西側と東側にそれぞれ位置する観測点における堆積層

の厚さは AKS で 0.7km、HYT では 3.3km であり、したがって、立川断層を挟んで東西で

最大で 2.5km 以上違うことになる。これに対して、立川断層南部の西側と東側にそれぞれ

位置する HIN と KNT から 0.4km 程度しか堆積層の厚さに違いは見られないため、立川

断層の中央部で基盤深度差が最も大きくなることが明らかになった。 
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図 1 立川断層帯周辺における強震観測点および微動アレイ観測点 
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図 2 微動アレイ観測から得られた各観測点におけるレイリー波位相速度 

（左：立川断層西側の観測点 右：断層東側の観測点） 

 

表 1 同時逆解析におけるパラメータと探索範囲 

Layer ρ(g/cm3) Vp(km/s) Vs(km/s) Qp Qs
1 1.95 1.7-2.0 0.4-0.7 170 100
2 2.10 2.2-2.6 0.8-1.2 306 180
3 2.25 2.7-3.2 1.3-1.7 510 300
4 2.45 3.5-4.1 2.0-2.5 680 400
5 2.65 5.5 3.2 680 400
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図 3  FUS および HYT 地点における同時逆解析結果 

（左：レイリー波位相速度 右：レシーバー関数） 
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図 4 同時逆解析により推定した立川断層近傍の各地点における深部地盤構造 

 

2) 立川断層帯近傍における微動 H/V スペクトルの観測と卓越周期分布 

断層帯近傍における微動の H/V スペクトルの卓越周期分布を明らかにすることを目的

として図５に示す立川断層帯を横切るような９測線において微動の単点観測を実施した。

L１測線は８地点、L２～L４測線は各 30 地点，L５～L９測線では各 34 地点からなる測線

である。また L１測線を除き、各測線で断層近傍の１km 以内では 100m 程度の間隔によ

る高密度な観測を行った。各観測地点における観測には３成分の加速度計を使用し，サン

プリング周波数は 200Hz、観測時間は断層近傍の１km 以内の観測点では 10 分間，その他

の観測点では５分間の観測を行った。立川断層帯近傍での観測結果の一例として図６に L

６測線における各観測点の微動 H/V スペクトルを示す。図６に示すように立川断層の西側

に位置する観測点では H/V スペクトルの卓越周期は２～３秒程度であるのに対し、断層の

東側の観測点では卓越周期は 7 秒以上と長くなっている。さらに立川断層のごく近傍 1km

以内の観測点では西から東に向かって H/V スペクトルの卓越周期が３秒から 10 秒へと長

周期側に急激に推移していくことがわかる。したがって、断層のごく近傍の１km の範囲

内で急激に地下構造が変化していることが推測される。図７に各測線において得られた微

動の H/V スペクトルの卓越周期分布を示す。図７が示すように、立川断層の中央部の測線

（L５～L７測線）では断層から東へ１～1.5km 以内において急激に卓越周期が変化してい
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ることがわかる。したがって、立川断層の中央部では急激に地下構造が変化していると考

えられる。これに対して、立川断層の南北両端の測線（L８、L９および L３測線）や名栗

断層上の測線（L２測線）では断層を挟んで卓越周期に明瞭な変化は見られない。また、L

２~L４測線では卓越周期は概ね 0.5 秒以下となり、L５～L７測線と比較して小さいため、

表層地盤も含めて堆積層が非常に薄く堆積していると考えられる。なお，L１測線では周

期 0.1 秒以上では H/V スペクトルにピークは認められない。 
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図 5 立川断層帯近傍における微動アレイおよび微動単点観測点 
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図 6  L６測線における H/V スペクトル 
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図 7 各測線における H/V スペクトルの卓越周期分布 
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3) 立川断層帯周辺における３次元深部地盤構造モデルの構築 

立川断層帯周辺における３次元深部地盤構造モデルの構築のために、まず、微動アレイ

観測点における深部地盤構造と、H/V スペクトルを用いて立川断層帯近傍の空間的な地下

構造を明らかにする。そのためには微動アレイ観測点における微動の観測 H/V スペクトル

と観測点直下の深部地盤構造（以下、「１次元深部地盤構造」）との対応についての検討が

必要であり、レイリー波位相速度とレシーバー関数の同時逆解析結果および昨年度のアレ

イ探査結果から図５に示す L６測線上に位置する AKS および HYT 地点、L７測線上に位

置する TKW および KBJ 地点における微動の観測 H/V スペクトルと観測点直下の 1 次元

深部地盤構造との対応についての検討を行った。図８に各観測地点における観測 H/V スペ

クトルと既往のアレイ探査結果および推本モデルによる 1 次元深部地盤構造を用いて算出

した理論 H/V スペクトル（時松・新井、1998）の比較を示す．なお，理論 H/V スペクト

ル算出の際には Love 波/Rayleigh 波の振幅比は 0.7 とし，３次モードまで考慮している．

図８が示すように本研究モデルによる 1 次元深部地盤構造を用いて算出した H/V スペクト

ルにおける卓越周期は推本モデルによるそれよりも観測値と良い対応を見せている。した

がって、微動アレイ観測点における 1 次元深部地盤構造と、H/V スペクトルを用いて各測

線における深部地盤構造を求めることが可能であると考えられる。そこで、各測線に近い

微動アレイ観測点における観測 H/V スペクトルの卓越周期に対する各観測点の卓越周期

の比を、微動アレイ観測点の１次元深部地盤構造の層厚に乗じることにより L３および L

５～L７測線における１次元深部地盤構造を推定した。なお、各測線上の観測点における

１次元深部地盤構造を用いて理論 H/V スペクトルを算出し、その卓越周期が観測 H/V ス

ペクトルのそれと概ね一致していることは確認している。図９に上述した方法により推定

した L３および L５～L７測線における１次元深部地盤構造より地震基盤上面の深度分布

を示す。同図には推本モデルによる地震基盤上面の深度分布も示してある。図９が示すよ

うに、L３測線では本研究と推本モデルにおける深度分布は概ね調和的である。L５～L７

測線においては推本モデルでは地震基盤は西から東に向かって緩やかに傾斜しているのに

対して、本研究における地震基盤は立川断層の東側 1km 程度の箇所で急激に深くなってい

ることがわかる。また、この地域においては、地震基盤の落差は 1.5km～2km となってお

り、図５および図 10 に示す既往の反射法探査（東京都、2003）の結果とも整合性は良い。

以上の結果（同時逆解析、微動アレイ探査および H/V スペクトル）により推定した各観測

地点の 1 次元深部地盤構造を，昨年度にレシーバー関数を用いて構築した３次元深部地盤

構造モデルに統合することにより、昨年度より詳細な 3 次元深部地盤構造モデルの構築を

実施した。図 11 に統合した３次元深部地盤構造モデルを示す。構築した 3 次元深部地盤

構造モデルでは、立川断層の中央部から南部にかけた地域では、地震基盤は立川断層を境

として南西から北東に向かい急激に深くなっており、特に立川断層の中央部においては２

km 程度の地震基盤の落差を有している。 
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図 8 アレイ観測地点における微動 H/V スペクトルと理論 H/V スペクトルの比較 
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図 9 微動 H/V スペクトルと既往のアレイ探査結果による地震基盤上面の深度分布 
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図 10 本研究で推定した L６測線における地震基盤上面の深度分布と 

既往の反射法探査結果（東京都、2003）との比較 
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図 11 構築した３次元地盤構造モデルにおける地震基盤上面の深度分布 
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4) 立川断層帯周辺における表層地盤の S 波速度構造モデルの推定 

最終年度に実施する強震動予測では概ね周期 1 秒の長周期帯域については差分法による

理論的手法を、それ以下の短周期帯域においては半経験的手法を用いたハイブリッド法に

よる評価を実施する予定である。そこで、図 12 に示す立川断層帯周辺地域の 65 地点にお

いて概ね S 波速度 500m/s 未満の表層地盤を対象とした微動アレイ探査を実施した。各観

測点では最大アレイ径が 30～12m の 2 つの三角形で構成する 7 点のアレイによって微動

の同時観測を 10～15 分程度行い、さらにその後約半分の大きさのアレイを構成し、10 分

程度同様に観測した。各観測点で得られた上下動の微動アレイ観測記録を用いて、SPAC

法によりレイリー波位相速度を推定した。図 13 に示すように、位相速度は全地点で概ね

周期 0.03 秒～0.3 秒の間で 100m/s～600m/s とそれぞれ分散性を示している。位相速度の

逆解析においては、焼きなまし法と遺伝的アルゴリズムを併用したハイブリッドヒューリ

スティック法（山中、2007）を用いた。逆解析結果から得られた浅部地盤構造から図 14

に示す AVS30 を求め、既往の微地形区分（若松ほか、2005）による AVS30 との比較を図

15 に示す。図 15 に示すように、観測による AVS30 の方が微地形区分による AVS30 に比

べて大きく、立川断層帯周辺地域では微地形区分による AVS30 の推定は適応できない可

能性があるため、今後はこの地域用に微地形区分から AVS30 を算出する際には別途定式

化の必要があると思われる。さらに、立川断層の北部地域（青梅～入間および福生～所沢

測線）で得られた S 波速度構造から図 16 に示すように概ね Vs500m/s 未満の表層地盤は

立川断層を挟んで北東側隆起であることが明らかとなった。このことは既往の研究（松田

ほか、1977、山崎、1978）と調和的な結果と言える。また、立川断層ごく近傍において得

られたレイリー波位相速度および浅部地盤構造を図 17 に示す。図 17 より立川断層の南東

に位置する NS１と NS４では著しい分散性が確認できる。逆に断層の北東に位置する NS

２、NS３、NS５および NS6 では緩やかな分散性をもっていることがわかる。また、断層

の南東（NS１、NS４）では明らかに 200m/s 以下の層が数 m 存在するのに対して、断層

の北東(NS２、NS３、NS５および NS６)では 200m/s 以下の層は存在しない。以上のよう

に、立川断層を挟んで東西では地層の変化があることが示唆された。 
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図 12 表層地盤を対象とした微動アレイ観測地点 

 

 
図 13 各観測地点において推定された位相速度 
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図 14 逆解析結果による立川断層帯周辺の浅部地盤構造 

（左：工学的基盤（Vs400m/s 以上）深度分布 右：AVS30 分布  

 

 

図 15 観測による AVS30 と微地形区分（若松ほか、2005）による AVS30 との比較 
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図 16 微動アレイ探査より推定した立川断層北部地域における各測線の S 波速度分布図 

 

 
図 17 立川断層ごく近傍における微動アレイ観測より得られた 

レイリー波位相速度と浅部地盤構造 
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5) 中小地震を用いた３次元地震動シミュレーションによる構築モデルの検討 

図 18 に示す 2005 年５月７日の東京都多摩東部を震源とする地震（Mj=4.2，深さ 32km）

は、立川断層帯のほぼ直下で発生しており周辺の K-NET、KiK-net および SK-net による

強震観測点において比較的多くの地震動が観測されている。したがって、これまでに構築

した 3 次元深部地盤構造モデルの妥当性を検証するために、3 次元差分法による地震動シ

ミュレーションを実施した。3 次元シミュレーションでは、図 18 に示す震源を含む南北

55km×東西 45km×深さ 55km 程度を対象として、100m 格子によりモデル化した。表 2

および図 19 にシミュレーションにおける各層の物性値および各層下面の深度分布を示す。

なお、10km 以深における地殻・マントルの構造は推本モデルをそのまま使用している。

また，3 次元解析の対象範囲は周期 1 秒以上とした。解析の結果を図 20 に示す。同図には

推本モデルをそのまま用いて計算した解析結果も合せて示す。図 20 に示すように各観測

点における観測記録との整合性は概ね調和的であり、特に推本モデルでは再現できていな

いＳ波の立ち上がり部分で地震動が大きくなる現象を再現することができている。さらに、

解析結果の  最大速度およびフーリエスペクトルに対して観測値との整合性に関する検討

を行った。検討には次式で示される gof（goodness-of-fit）（Yadab P. D., and Yamanaka, H.、

2013）を用いた。 

 

 

図 21 が示すように本研究において構築したモデルによる結果の方が推本モデルによる

結果と比較して観測値に対して調和的であることから、本研究において構築した 3 次元深

部地盤構造モデルに対して一定の妥当性を持っていることが示唆された。 
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図 18 2005 年５月７日の東京都多摩東部を震源とする地震と 

立川断層帯周辺地域で観測された最大加速度分布 
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表 2 ３次元シミュレーションに用いた地下構造モデル（推本モデル） 

Layer ρ(kg/m3) Vp (m/s) Vs (m/s) Q

1 1950 1800 500 100

2 2100 2300 900 180
3 2250 3000 1500 300
4 2650 5500 3200 400
5 2700 5800 3400 400
6 2800 6400 3800 400
7 2400 5000 2900 200
8 2900 6800 4000 300
9 3200 8000 4700 500  

 

 

Vs=1500m/sVs=500m/s Vs=900m/s

Vs=3800m/sVs=3200m/s Vs=3400m/s

Vs=2900m/s Vs=4000m/s

5 3010 20 km5040

0 31 2 km
地震基盤

震央震央

震央震央 震央

震央震央 震央

 
図 19 ３次元シミュレーションに用いた地下構造モデル（各層下面深度分布） 

震源はフィリピン海プレート(Vs=4000m/s)とマントル(Vs=4700m/s)の境界面に位置 
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図 20 ３次元差分法による地震動シミュレーション結果の比較 

（黒：観測波形 青：推本モデルによる計算波形 赤：構築モデルによる計算波形） 
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図 21 本研究モデルと推本モデルによる解析結果と観測値との整合性（gof）の比較 

 

6) 立川断層帯による強震動予測シミュレーション 

本年度は、本断層帯周辺地域における試行的な強震動予測シミュレーションを行い、シ

ナリオ（破壊開始点やすべり角）の違いによって本断層帯周辺地域における最大速度分布

を算出した。震源断層モデルは図 22 に示す「全国地震動予測地図」（地震調査研究推進本

部地震調査委員会、2010）における立川断層帯の地震動シミュレーション用の震源断層モ

デルと同じとした。同図には巨視的および微視的断層パラメータから算出した震源時間関

数（中村・宮武、2000）も示してある。また、３次元モデルは表２に示す推本モデルを用

いた。想定シナリオは図 22 に示す断層モデルのアスペリティ１から破壊が開始（破壊開

始点）する場合とアスペリティ２からそれぞれ破壊が開始（破壊開始点）する場合の２ケ

ースと断層のすべり角がそれぞれ 90°（縦ずれ）および 0°（横ずれ）２ケースによる計

４ケースによるシナリオを想定して強震動予測シミュレーションを実施した。図 23 に各

シナリオにおける本断層周辺の最大速度分布を示す。図 23 からシナリオの違いによって

本断層帯周辺地域において最大速度分布に明確な差異が現れることが確認できる。 

 

(d) 結論ならびに今後の課題 

 立川断層帯周辺地域における強震動予測のための３次元深部地盤構造モデルの精度向上

を目的として、微動アレイ探査結果と微動単点観測記録の H/V スペクトルを用いて昨年度

の結果に統合することにより、昨年度より詳細な３次元深部地盤構造モデルの構築を行っ

た。構築した３次元深部地盤構造モデルを用いた中小地震による 3 次元シミュレーション

を行い，地下構造モデルの検証を行った結果、推本モデルよりも本研究で構築したモデル

による結果の方が観測波形と調和的であり、構築したモデルに対する妥当性が確認できた。

また、概ね S 波速度 500m/s 未満の表層地盤を対象とした微動アレイ探査から AVS30 を得

るとともに、立川断層の北部地域（青梅～入間および福生～所沢測線）で得られた S 波速

度構造から表層地盤は立川断層を挟んで北東側隆起であるという既往の研究と調和的な結

果が得られた。さらに、推本モデルを用いて地震動予測を試行的に実施し、本断層帯周辺

地域において工学的地盤上の最大速度分布を明らかにした。今後はサブテーマ１・２によ

る成果とこれまでの資料を考慮し，本断層帯の震源断層モデルの構築を行い、最終的には

断層パラメータを変えた複数のシナリオによるハイブリッド法により短周期まで考慮した

強震動予測を実施する予定である。 
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図 22 立川断層帯の震源断層モデルと震源時間関数 

 

 
図 23 各シナリオにおける強震動予測シミュレーション結果（最大速度分布） 
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(3) 平成２６年度業務計画案  

サブテーマ１および２による成果を考慮して本断層帯の震源のモデル化を行う。さらに、

必要に応じて微動観測を補足的に行い、地下構造モデルの精度を高め、断層モデルのパラ

メータを変化させて，複数のシナリオによるハイブリッド法により広帯域強震動予測を実

施する。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


